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先輩の話を聞く会を終え

て、それぞれに「夏休みにや

っておきたいこと」が見えて

きていると思います。 

多くの感想文の中には、

「いろんな学校のオープンキャンパスに行く」「復習をしておく」「勉強の習慣をつける」「行

事を精一杯楽しみ、授業には集中する」という意見がありました。このような意欲的な姿勢

にこたえるべく、スタディ・スペースの利用方法を少し改良してみました。 

 従来は、机を「ロ」の字に並べて椅子を置き、学習ができるようなスペースにしていまし

た。今回の改良で、普段は、廊下の隅にあった掲示物を見やすいように並べ、高校のパンフ

レットや、進路についての相談ノートを置き、自由に情報収集ができるようにしました。 

これは、オープンキャンパスに積極的に参加しようという意欲のある皆さんのために、学校

ができることです。保護者の皆さまには懇談の機会にぜひ見ていただき、オープンなスペー

スで有意義な話し合いをしてみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Go for it !! 

～最終章～ 

Our New Study Space 

Go for your goal !! 



 

 

 

 １学期も残すところあと１０日を切りました。実際に登校するのは 

わずか７日。中学生として過ごす最後の１学期がもうすぐ終わろうとしています。 

 先日行われた「先輩の話を聞く会」、明日からはじまる三者懇談、そして受験生の夏休み…

と、一歩一歩確実にそれぞれの進路へ向けて進んでいます。４月の始業式のときにはそれほ

ど考えていなかった“これからの自分”－３か月経った今、６２期生一人ひとりが自分なり

に“これからの自分”について少しずつ考えはじめています。そんな前向きな空気が徐々に

感じられるようになってきました。その空気を目に見える形にしたのが、左ページで前述し

た『スタディ・スペースのリニューアル』です。 

 実は、リニューアルした理由がもう一つあります。これまでのスタディ・スペースはほぼ

毎日乱暴に扱われてきました。非常に残念であり、悲しいことです。本来は、教室とはひと

味ちがう解放された雰囲気の中で、学習したり、活動したりする場所なのですが、この３カ

月の状況はというと…椅子や机が散乱する／机の上に人が寝そべる／壁やコンセントが壊さ

れる／ゴミが散らかる／特定の人だけが遊ぶ場所になっている。スタディ・スペースは全員

がいつでも使いたいときに使えるところであるはず。今回のリニューアルを一つのきっかけ

として、これから６２期が「こんなスペースにしたい！」

「こんな風に使いたい！」と思う場所に創り上げてい

ってほしいのです。進路獲得へ向けて頑張っていく皆

さんと同じように、スタディ・スペースという場所も

日を追うごとにステキに成長してくれることを願って

います。 

 

 

 

 

 

 明日９日（木）より、一回目の進路懇談となる三者懇談ウィークがはじま

ります。保護者の皆さまにおかれましては、お忙しい中ご来校いただき、貴

重なお時間を頂戴することとなりますが、何卒よろしくお願い申しあげます。今回の懇談は、

最終の三者懇談に向けての道筋（方向性）を≪保護者・本人・学校≫の間で確認し合うこと

が最大の目的です。入試制度の一部変更もあり、ご不明・ご不安な点等おありだと思います。

保護者の皆さまからいろいろとご質問いただき、また学校サイドからできる限りの情報を提

供させていただきながら、お子様の進路決定というゴールに向けて“前向きな気持ちになれ

る”そのような三者懇談になるよう、担任をはじめ学年教員一同努めてまいります。 

明日から三者懇談スタート 

 こっからやで！６２期！ 
 さあ 


